
(57)【要約】

【課題】類似文書検索方法において、種文書の意味内容

を左右する重要な用語が存在しなくても、高いレベルに

ランキングされることがあるという欠点に鑑み、種文書

中の意味内容において重要な役割を果たしている用語を

有する文書が上位にランキング表示できるようにするこ

とを課題とする。

【解決手段】文書集合中の文書と質問文を類似度比較し

、類似度順にランキング表示するようにした類似文書検

索方法において、ランキング表示される文書群より、表

示順位を入れ替えないで、質問文中に含まれる特定の用

語を含まない文書のみを排除するようにする。

【選択図】　　　　図６

JP 2004-334441 A 2004.11.25



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
文 書 集 合 中 の 文 書 と 質 問 文 を 類 似 度 比 較 し 、 類 似 度 順 に ラ ン キ ン グ 表 示 す る よ う に し た 類
似 文 書 検 索 方 法 に お い て 、
類 似 度 順 に ラ ン キ ン グ 付 け さ れ た 文 書 群 か ら 、 そ の 順 位 を 入 れ 替 え な い で 、 質 問 文 中 に 含
ま れ る 特 定 の 用 語 を 含 ま な い 文 書 の み を 排 除 す る よ う に し た こ と
を 特 徴 と す る 類 似 文 書 検 索 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 類 似 文 書 検 索 方 法 に お い て 、
上 記 文 書 集 合 は 予 め 分 類 検 索 等 の 検 索 手 段 に よ り 検 索 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る
類 似 文 書 検 索 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 類 似 文 書 検 索 方 法 に お い て 、
上 記 質 問 文 は 用 語 単 位 に マ ー ク を 付 け た 形 態 で 表 示 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 類 似 文 書 検 索 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
文 書 集 合 中 の 文 書 と 質 問 文 を 類 似 度 比 較 し 、 類 似 度 順 に ラ ン キ ン グ 表 示 す る よ う に し た 類
似 文 書 検 索 シ ス テ ム に お い て 、
上 記 類 似 度 比 較 に 基 づ い て ラ ン キ ン グ さ れ る 文 書 群 か ら 、 順 位 を 入 れ 替 え な い で 、 質 問 文
中 に 含 ま れ る 特 定 の 用 語 を 含 ま な い 文 書 の み を 排 除 す る よ う に す る フ ィ ル タ 手 段 を 設 け 、
フ ィ ル タ 手 段 を 通 し た 文 書 群 を ラ ン キ ン グ 表 示 す る よ う に し た こ と
を 特 徴 と す る 類 似 文 書 検 索 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た 類 似 文 書 検 索 シ ス テ ム に お い て 、
上 記 文 書 集 合 を 作 成 す る た め の 分 類 検 索 等 の 検 索 手 段 を 設 け た こ と
を 特 徴 と す る 類 似 文 書 検 索 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た 類 似 文 書 検 索 シ ス テ ム に お い て 、
用 語 単 位 に マ ー ク を 付 け た 形 態 で 上 記 質 問 文 が 表 示 さ れ る よ う に な っ て い る 質 問 文 表 示 手
段 を 設 け た こ と
を 特 徴 と す る 類 似 文 書 検 索 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 類 似 文 書 検 索 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
現 在 情 報 検 索 の 分 野 に お い て 、 ブ ー リ ア ン 検 索 方 式 が 多 く 用 い ら れ て い る 。 ブ ー リ ア ン 検
索 方 式 は 、 用 語 を Ａ Ｎ Ｄ 、 Ｏ Ｒ 、 Ｎ Ｏ Ｔ 等 の ブ ー ル 演 算 子 に よ り 組 み 合 わ せ た 論 理 式 を 質
問 式 と し て 用 い 、 質 問 式 に 一 致 す る 用 語 の 組 み 合 わ せ を 有 す る 文 書 を 検 索 す る 方 式 で あ る
。 ブ ー リ ア ン 検 索 方 式 は 質 問 式 の 用 語 の 論 理 的 組 み 合 わ せ に 厳 密 に 一 致 す る 用 語 群 を 含 む
文 書 の み を 検 索 す る 点 で 優 れ て い る が 、 検 索 質 問 式 や 文 書 中 の 用 語 は す べ て 同 じ 重 み を 有
し て お り 、 用 語 の 重 要 度 を 扱 え な い と 言 う 欠 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の た め 、 検 索 質 問 式 、 文 書 中 に 出 現 す る 用 語 の 重 要 度 を 反 映 し 、 検 索 結 果 に 順 序 付 け を
行 う こ と が で き な い た め 、 利 用 者 は 全 検 索 結 果 を 精 査 し て 所 望 の 文 書 を 探 し 出 す 作 業 を し
な け れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 問 題 点 を 解 決 す る 手 法 と し て 、 類 似 文 書 検 索 が 提 案 さ れ て い る 。 類 似 文 書 検 索 は 、 検
索 質 問 と し て 種 文 書 を 用 い 、 こ の 種 文 書 と デ ー タ ベ ー ス 中 の 文 書 の 類 似 度 を 算 出 し て 、 類
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似 度 順 に 順 序 付 け し て 、 検 索 結 果 を 提 示 す る 手 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
類 似 度 算 出 に は 、 用 語 の 重 要 度 を 算 出 す る こ と が 不 可 欠 で あ り 、 通 常 、 用 語 の 重 要 度 の 算
出 に は Ｔ Ｆ － Ｉ Ｄ Ｆ 法 と い う 手 法 が 用 い ら れ る 。 こ の 方 法 に は 次 の 二 つ の 値 が 基 礎 と な っ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
第 一 の 値 は 、 文 書 Ｄ ｉ に お い て 、 あ る 用 語 Ｔ ｊ が 何 回 出 現 し た か を 表 わ す 値 で あ っ て 、 語
頻 度 と 呼 ば れ て お り 、
Ｔ Ｆ ｊ

ｉ ＝ 語 頻 度 ＝ 文 書 Ｄ ｉ に お け る 用 語 Ｔ ｊ の 出 現 回 数
の よ う に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 二 の 値 は 、 あ る 用 語 Ｔ ｊ が 、 デ ー タ ベ ー ス の 中 で い く つ ぐ ら い の 文 書 に 現 れ る か と 言 う
こ と を 表 わ す 値 で あ っ て 、 文 書 頻 度 と 呼 ば れ 、
Ｄ Ｆ ｊ ＝ 文 書 頻 度 ＝ 用 語 Ｔ ｊ を 含 む 文 書 数
の よ う に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
Ｔ Ｆ － Ｉ Ｄ Ｆ 法 は 上 述 の 二 つ の 値 を 以 下 の よ う に 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 文 書 Ｄ ｉ に お
け る 用 語 Ｔ ｊ の 重 要 度 Ｗ が 、
Ｗ ｊ

ｉ ＝ Ｔ Ｆ ｊ
ｉ × Ｌ ｏ ｇ Ｎ ／ Ｄ Ｆ ｊ 　

に よ っ て 算 出 さ れ る 。 こ こ で Ｎ は デ ー タ ベ ー ス の 全 文 書 数 を 表 わ す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
以 上 の 式 か ら 判 る よ う に 、 あ る 用 語 Ｔ ｊ の 重 要 度 は 、 文 書 Ｄ ｉ に 多 く 出 現 す れ ば す る ほ ど
、 ま た 、 デ ー タ ベ ー ス に お い て 、 あ る 用 語 Ｔ ｊ が 出 現 す る 文 書 数 が 少 な け れ ば 少 な い ほ ど
大 き く な る こ と を 表 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
類 似 文 書 検 索 に お け る 類 似 度 算 出 に 際 し て は 、 デ ー タ ベ ー ス 中 の 全 て の 用 語 （ 索 引 語 と な
る 全 て の 用 語 Ｔ ｊ ） に つ い て 文 書 頻 度 Ｄ Ｆ ｊ 及 び 全 文 書 数 （ Ｎ ） を 基 に Ｌ ｏ ｇ Ｎ ／ Ｄ Ｆ ｊ

（ 以 下 重 み と 言 う ） が 算 出 さ れ 、 合 わ せ て 、 デ ー タ ベ ー ス 中 の 文 書 Ｄ ｉ 毎 に 、 当 該 文 書 中
に 出 現 す る 全 て の 用 語 の 重 要 度 Ｗ ｊ

ｉ ＝ Ｔ Ｆ ｊ
ｉ × Ｌ ｏ ｇ Ｎ ／ Ｄ Ｆ ｊ が 算 出 さ れ る 。 ま た

、 種 文 書 Ｑ Ｓ に つ い て も 、 上 述 の Ｌ ｏ ｇ Ｎ ／ Ｄ Ｆ ｊ （ 重 み ） と 種 文 書 中 の 各 用 語 Ｔ ｊ の 出
現 頻 度 即 ち 語 頻 度 Ｔ Ｆ ｊ

ｓ を 基 に 種 文 書 中 に 出 現 す る 全 て の 用 語 の 重 要 度 Ｗ ｊ
ｓ ＝ Ｔ Ｆ ｊ

ｓ × Ｌ ｏ ｇ Ｎ ／ Ｄ Ｆ ｊ の 算 出 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
種 文 書 と 各 文 書 間 の 類 似 度 の 算 出 は 、 一 般 的 に は ベ ク ト ル 空 間 法 に よ り 行 わ れ る 。 ベ ク ト
ル 空 間 法 で は 、 夫 々 の 用 語 Ｔ ｊ に ベ ク ト ル を 対 応 付 け て 考 え ら れ る 。 即 ち 、 い ま ｔ 個 の 用
語 が あ り 、 全 て の 用 語 に 夫 々 の ベ ク ト ル が 対 応 付 け ら れ た 場 合 、 こ れ 等 の ベ ク ト ル が 線 形
独 立 で あ れ ば 、 ｔ 次 元 の ベ ク ト ル 空 間 が 定 義 さ れ る こ と に な り 、 こ の 空 間 に お け る 全 て の
ベ ク ト ル は 、 ｔ 個 の 用 語 に 対 応 す る ｔ 個 の ベ ク ト ル Ｖ ｉ の 線 形 結 合 と し て 表 現 で き る 。 こ
の よ う な ベ ク ト ル 空 間 に お い て 文 書 Ｄ ｉ は 、
Ｄ ｉ ＝ Σ ｔ

ｊ ＝ １ Ｗ ｊ
ｉ Ｖ ｊ

の よ う に 表 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
検 索 質 問 文 即 ち 種 文 書 Ｑ Ｓ も ま た 同 様 に 、
Ｑ ｓ ＝ Σ ｔ

ｊ ＝ １ Ｗ ｊ
ｓ Ｖ ｊ

の よ う に 表 わ す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ベ ク ト ル 空 間 に お い て 、 ベ ク ト ル の 類 似 度 は 、
Ｘ ・ Ｙ ＝ ｜ Ｘ ｜ × ｜ Ｙ ｜ Ｃ Ｏ Ｓ θ
の よ う に ベ ク ト ル の 内 積 に よ り 算 出 す る こ と が で き る 。 な お 、 こ こ で 、 θ は 二 つ の ベ ク ト
ル Ｘ 、 Ｙ の な す 角 度 を 表 す 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
通 常 、 用 語 を ベ ク ト ル に 対 応 付 け る 場 合 に は 、 同 義 語 を 除 い て 言 語 は 個 々 に 異 な っ た 意 味
を 有 す る も の と 仮 定 で き る の で 、 ｔ 個 の ベ ク ト ル は ぞ れ ぞ れ 直 交 し て い る と 看 做 す こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
し た が っ て 、 文 書 Ｄ ｉ と 種 文 書 Ｑ Ｓ と の 類 似 度 ｓ ｉ ｍ （ Ｄ ｉ 　 、 Ｑ Ｓ ） は 、
ｓ ｉ ｍ （ Ｄ ｉ 　 、 Ｑ Ｓ ） ＝ Σ ｔ

ｊ ＝ １ Ｗ ｊ
ｉ × Ｗ ｊ

ｓ ・ ・ ・ （ １ ）
の よ う に な る （ 非 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ 乃 至 図 ５ は 、 種 文 書 と 文 書 間 の 類 似 度 算 出 を 単 純 化 し た 例 に よ っ て 具 体 的 に 数 字 を 当
て は め る こ と に よ り 上 記 処 理 の 概 要 を 示 し た も の で あ る 。 こ こ で 、 図 １ は 種 文 書 中 の 用 語
重 要 度 を 表 に し た も の 、 図 ２ は 種 文 書 ベ ク ト ル を 表 に し た も の 、 図 ３ は 文 書 ベ ク ト ル の 表
、 図 ４ は 文 書 － 種 文 書 ベ ク ト ル 類 似 度 計 算 値 の 表 、 及 び 図 ５ は ラ ン キ ン グ 表 示 の 表 で あ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
１ ． 種 文 書 中 の 用 語 重 要 度 （ 重 み × 語 頻 度 ） に は 、 種 文 書 中 に 「 炊 飯 」 、 「 制 御 」 、 「 検
出 」 お よ び 「 保 温 」 な る 用 語 が 用 い ら れ て お り 、 「 炊 飯 」 に は ベ ク ト ル Ｖ １ が 対 応 付 け ら
れ て お り 、 種 文 書 中 の 出 現 頻 度 は ２ 回 で あ り 、 ま た 、 デ ー タ ベ ー ス 中 に お い て 「 炊 飯 」 が
出 現 す る 文 書 頻 度 よ り 導 き 出 さ れ る 重 み が ２ で あ る こ と を 表 わ し て い る 。 ま た 同 様 に 「 制
御 」 、 「 検 出 」 、 「 保 温 」 に は 夫 々 ベ ク ト ル Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ が 対 応 付 け ら れ て お り 、 出
現 頻 度 が 夫 々 ２ 回 、 ３ 回 、 ３ 回 で あ り 、 重 み が １ 、 １ 、 ３ で あ る こ と を そ れ ぞ れ 表 わ し て
い る 。 な お 、 重 み の 算 出 は 上 述 の 式 に 基 づ い て 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
２ ． 種 文 書 ベ ク ト ル は 種 文 書 を ベ ク ト ル 表 現 し た も の で 各 ベ ク ト ル に 対 応 す る 用 語 の 重 要
度 を 付 し て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
３ ． 文 書 ベ ク ト ル は 、 種 文 書 ベ ク ト ル と 同 様 に 表 現 し た も の で 、 Ｄ １ 、 Ｄ ２ 、 Ｄ ３ 、 Ｄ ４
、 Ｄ ５ 及 び Ｄ ６ の ６ 件 の 文 書 に つ い て ベ ク ト ル 表 現 さ れ て い る 。 な お 、 Ｄ １ 、 Ｄ ４ 及 び Ｄ
６ の ベ ク ト ル Ｖ １ に ０ が 付 さ れ て い る 、 こ れ は 文 書 中 に Ｖ １ 即 ち 「 炊 飯 」 な る 語 が 存 在 し
な い こ と を 意 味 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
４ ． 文 書 ― 種 文 書 の 類 似 度 計 算 値 は 、 式 （ １ ） を 基 に 類 似 度 を 算 出 し た も の で 、 具 体 的 な
数 字 か ら 見 ら れ る よ う に 、 種 文 書 、 文 書 中 に 同 一 の 用 語 が 存 在 し 、 か つ 、 種 文 書 、 文 書 中
に お い て 一 致 す る 用 語 の 重 要 度 が 共 に 高 い 場 合 、 そ の 用 語 に 対 応 す る ベ ク ト ル の 内 積 は 高
く な り 、 一 致 す る 用 語 が な い 場 合 、 そ の 用 語 に 対 応 す る ベ ク ト ル の 内 積 は ０ と な る 。 以 上
を 総 合 す る と 種 文 書 と 文 書 に 重 要 度 の 高 い 同 一 の 用 語 が 多 く 存 在 す れ ば す る ほ ど 種 文 書 と
文 書 の 類 似 度 が 高 く な る こ と が 判 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
５ ． 類 似 度 計 算 の 結 果 を 基 に ラ ン キ ン グ 表 示 さ れ 、 図 ５ の よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 の よ う に 、 類 似 文 書 検 索 で は 、 種 文 書 と 文 書 に 重 要 度 の 高 い 同 一 の 用 語 が 多 く 存 在 す
れ ば 種 文 書 と 文 書 の 類 似 度 が 高 く な る 仕 組 み と な っ て い る の で 、 仮 令 、 種 文 書 の 意 味 内 容
を 左 右 す る 重 要 な 用 語 が 存 在 し な く て も 、 文 書 に よ っ て は 高 い レ ベ ル に ラ ン キ ン グ さ れ る
こ と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う な 例 は 、 図 ４ の 表 に 見 る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 文 書 Ｄ ４ 及 び Ｄ ６ に は 種 文 書
中 の 比 較 的 重 要 度 の 高 い 「 炊 飯 」 （ 図 １ 中 で の Ｖ １ で 示 さ れ て い る ） が 存 在 し な い に も か
か わ ら ず 、 図 ５ の よ う に 上 位 に ラ ン キ ン グ 表 示 さ れ て い る 。 ま た 、 存 在 し た と し て も 出 現
頻 度 が 少 な い け れ ど も 「 重 要 」 な る 意 味 概 念 を 有 す る 用 語 な ど で 強 調 し て い る よ う な 場 合
、 結 果 と し て 、 類 似 検 索 に お け る 重 要 度 は 低 く 計 算 さ れ 、 文 書 Ｄ ４ 及 び Ｄ ６ よ り 低 く ラ ン
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ク さ れ る よ う に な る 。 つ ま り 、 類 似 文 書 検 索 に お い て 用 語 の 重 要 度 は 用 語 の 出 現 頻 度 に 基
づ い て 算 出 さ れ る の で 、 意 味 的 に 重 要 と さ れ る 用 語 と 必 ず し も 重 要 性 の 点 で 一 致 し な い ケ
ー ス が あ る 。 そ の た め 、 種 文 書 中 の 必 須 と さ れ る 用 語 が 含 ま れ て お り 、 本 来 な ら ば 類 似 し
て い る も の と し て 、 上 位 に ラ ン ク さ れ る べ き 文 書 で あ っ て も 、 当 該 用 語 の 文 書 中 に お け る
出 現 頻 度 が 少 な け れ ば 、 当 該 文 書 が 上 位 に ラ ン ク 付 け さ れ な い ケ ー ス も あ る 。 逆 に 言 え ば
、 種 文 書 中 の 必 須 と さ れ る 用 語 が 含 ま れ て い な く て も 、 種 文 書 中 の 必 須 と さ れ な い 用 語 と
一 致 す る 用 語 が 多 く 含 ま れ て い る た め に 上 位 に ラ ン ク さ れ る 文 書 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
長 尾 　 真 　 外 ４ 名 　 著 　 「 言 語 情 報 処 理 」 岩 波 講 座 　 言 語 の 科 学 ９ 　 ｐ ６ ５ ～ ６ ７
【 非 特 許 文 献 ２ 】
徳 永 健 伸 　 著 　 「 情 報 検 索 と 言 語 処 理 」 財 団 法 人 東 京 大 学 出 版 会 　 言 語 と 計 算 ５
ｐ １ １ ～ ｐ ４ ３
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 発 明 の 類 似 文 書 検 索 方 法 は 、 上 述 の よ う な 従 来 の 類 似 文 書 検 索 シ ス テ ム が 有 し て い る
欠 点 、 す な わ ち 、 種 文 書 の 意 味 内 容 を 左 右 す る 重 要 な 用 語 が 存 在 し な く て も 、 高 い レ ベ ル
に ラ ン キ ン グ さ れ る こ と が あ る と い う 欠 点 、 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 類 似 文 書 検 索 に
お い て 、 種 文 書 中 の 意 味 内 容 に お い て 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 用 語 、 言 い 換 え れ ば 種 文
書 中 の 必 須 の 構 成 要 件 事 項 に 相 当 す る 用 語 を 有 す る 文 書 が 上 位 に ラ ン キ ン グ 表 示 で き る よ
う に し た 類 似 文 書 検 索 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 は 、 以 下 の 手 段 に よ り 解 決 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 １ 番 目 の 発 明 の 解 決 手 段 は 、 文
書 集 合 中 の 文 書 と 質 問 文 を 類 似 度 比 較 し 、 類 似 度 順 に ラ ン キ ン グ 表 示 す る よ う に し た 類 似
文 書 検 索 方 法 に お い て 、 類 似 度 順 に ラ ン キ ン グ 付 け さ れ た 文 書 群 か ら 、 そ の 順 位 を 入 れ 替
え な い で 、 質 問 文 中 に 含 ま れ る 特 定 の 用 語 を 含 ま な い 文 書 の み を 排 除 す る よ う に し た こ と
を 特 徴 と す る 類 似 文 書 検 索 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
第 ２ 番 目 の 発 明 の 解 決 手 段 は 、 第 １ 番 目 の 発 明 の 類 似 文 書 検 索 方 法 に お い て 、 上 記 文 書 集
合 が 予 め 分 類 検 索 等 の 検 索 手 段 に よ り 検 索 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 類 似 文 書 検
索 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
第 ３ 番 目 の 発 明 の 解 決 手 段 は 、 第 １ 番 目 の 発 明 の 類 似 文 書 検 索 方 法 に お い て 、 上 記 質 問 文
が 用 語 単 位 に マ ー ク を 付 け た 形 態 で 表 示 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 類 似 文 書 検 索 方 法 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
第 ４ 番 目 の 発 明 の 解 決 手 段 は 、 文 書 集 合 中 の 文 書 と 質 問 文 を 類 似 度 比 較 し 、 類 似 度 順 に ラ
ン キ ン グ 表 示 す る よ う に し た 類 似 文 書 検 索 シ ス テ ム に お い て 、 上 記 類 似 度 比 較 に 基 づ い て
ラ ン キ ン グ さ れ る 文 書 群 か ら 、 順 位 を 入 れ 替 え な い で 、 質 問 文 中 に 含 ま れ る 特 定 の 用 語 を
含 ま な い 文 書 の み を 排 除 す る よ う に す る フ ィ ル タ 手 段 を 設 け 、 フ ィ ル タ 手 段 を 通 し た 文 書
群 を ラ ン キ ン グ 表 示 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 類 似 文 書 検 索 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
第 ５ 番 目 の 発 明 の 解 決 手 段 は 、 第 ４ 番 目 の 発 明 の 類 似 文 書 検 索 シ ス テ ム に お い て 、 上 記 文
書 集 合 を 作 成 す る た め の 分 類 検 索 等 の 検 索 手 段 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 類 似 文
書 検 索 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
第 ６ 番 目 の 発 明 の 解 決 手 段 は 、 第 ４ 番 目 の 発 明 の 類 似 文 書 検 索 シ ス テ ム に お い て 、 用 語 単
位 に マ ー ク を 付 け た 形 態 で 上 記 質 問 文 が 表 示 さ れ る よ う に な っ て い る 質 問 文 表 示 手 段 が 設
け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 類 似 文 書 検 索 シ ス テ ム で あ る 。

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-334441 A 2004.11.25



【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 ６ は 本 発 明 に 従 っ た 処 理 の 概 念 の 説 明 図 で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 上 の 図 の 左 側 の ３ 項
目 は 図 ５ と 同 じ で あ り 、 右 側 ４ 項 目 は 、 各 文 書 中 に お い て 、 用 語 「 炊 飯 」 、 「 制 御 」 、 「
検 出 」 及 び 「 保 温 」 の 存 在 ／ 不 存 在 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
今 仮 に 、 種 文 書 即 ち 質 問 文 中 の 「 炊 飯 」 な る 用 語 が 重 要 な 意 味 内 容 を 有 し て お り 、 意 図 す
る 検 索 目 標 と し て 不 可 欠 の 要 件 、 つ ま り 必 須 の 構 成 要 件 で あ る と 仮 定 す る 。 そ の 場 合 、 本
発 明 で は 、 図 ５ の ラ ン キ ン グ 表 示 の 表 示 順 位 を 入 れ 替 え る こ と な く 、 「 炊 飯 」 な る 用 語 を
含 ん で い な い 文 書 、 つ ま り 文 書 Ｄ ４ 、 Ｄ ６ 及 び Ｄ １ 、 が 排 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の 結 果 が 、 図 ６ 下 の 表 に 示 さ れ る 。 用 語 「 炊 飯 」 は 、 検 索 の 目 的 か ら し て な く て は な ら
な い 用 語 （ そ の よ う に 前 提 を お い た ） で あ る か ら 、 ラ ン キ ン グ 表 示 に 続 く ス ク リ ー ニ ン グ
で は そ の 用 語 を 含 ま な い 文 書 は 結 局 は 不 要 な 文 書 で あ る 。 こ の よ う な 不 要 な 文 書 が ラ ン キ
ン グ 表 示 か ら 排 除 さ れ 、 し か も 残 る 文 書 の 表 示 順 序 は ラ ン キ ン グ の ま ま で あ り な が ら 、 ス
ク リ ー ニ ン グ 対 象 と な る 文 書 数 が 減 少 す る 。 つ ま り 、 文 書 集 合 中 の 文 書 と 質 問 文 を 類 似 度
比 較 し 、 類 似 度 順 に ラ ン キ ン グ 表 示 す る に あ た り 、 類 似 度 順 に ラ ン キ ン グ 付 け さ れ た 文 書
群 か ら 、 そ の 順 位 を 入 れ 替 え な い で 、 質 問 文 中 に 含 ま れ る 特 定 の 用 語 を 含 ま な い 文 書 の み
が 排 除 さ れ る 。 こ の た め ス ク リ ー ニ ン グ 対 象 と な る 文 書 数 が 減 少 し 、 効 率 的 に 目 的 と す る
文 書 に た ど り 着 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ７ は こ の 方 法 発 明 を 実 施 す る シ ス テ ム の 概 要 図 で あ る 。 図 ７ 中 １ は 第 一 検 索 質 問 入 力 部
で あ り 、 第 一 検 索 質 問 入 力 部 １ に 入 力 さ れ た 分 類 記 号 よ り な る 質 問 式 は 第 一 検 索 部 ３ に お
い て 分 類 索 引 部 ２ の デ ー タ と 照 合 さ れ 、 質 問 式 と 一 致 す る デ ー タ を 有 す る 文 書 が 第 一 検 索
集 合 記 憶 部 ４ に 記 憶 さ れ る 。 つ ま り 、 文 書 集 合 は 予 め 分 類 検 索 等 の 検 索 手 段 に よ り 検 索 さ
れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
第 一 検 索 Ｄ Ｂ ５ に は 文 書 の 記 事 デ ー タ が 蓄 積 さ れ て お り 第 一 検 索 Ｄ Ｂ ５ よ り 取 り 出 さ れ た
記 事 デ ー タ は 形 態 素 解 析 部 ６ に よ り 用 語 単 位 に 切 り 出 さ れ 、 索 引 用 語 ・ 頻 度 情 報 蓄 積 部 ７
に 索 引 用 語 と そ の 出 現 頻 度 が 文 書 単 位 に 蓄 積 さ れ る 。 第 一 索 引 生 成 部 ８ は 、 第 一 検 索 集 合
記 憶 部 ４ に 記 憶 さ れ て い る 文 書 集 合 に 対 応 す る 文 書 の 索 引 用 語 及 び そ の 頻 度 を 索 引 用 語 ・
頻 度 情 報 蓄 積 部 ７ よ り 文 書 毎 に 抽 出 し 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
種 文 書 入 力 部 ９ よ り 質 問 文 が 入 力 さ れ る と 、 前 述 の 記 事 デ ー タ か ら 用 語 を 切 り 出 し た 形 態
素 解 析 部 ６ に よ り 質 問 用 語 が 切 り 出 さ れ 、 質 問 用 語 及 び そ の 出 現 頻 度 が 質 問 用 語 ・ 頻 度 情
報 生 成 部 １ ０ に 登 録 さ れ る 。 類 似 度 算 出 部 １ １ に お い て 、 質 問 用 語 及 び そ の 出 現 頻 度 と 第
一 索 引 生 成 部 ８ に お い て 蓄 積 さ れ て い る 各 文 書 の 索 引 用 語 及 び そ の 出 現 頻 度 情 報 を 基 に 類
似 度 が 計 算 さ れ 、 類 似 度 順 に 整 理 さ れ て ラ ン キ ン グ 表 示 部 １ ７ に ラ ン キ ン グ 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
一 方 、 必 須 用 語 入 力 部 １ ４ に は 種 文 書 が 切 り 出 さ れ た 用 語 単 位 に マ ー ク を 付 け た 形 態 で 表
示 さ れ て い る 。 種 文 書 中 に 検 索 目 的 を 達 成 す る 上 で 、 必 要 不 可 欠 な 用 語 が あ る 場 合 、 用 語
を 指 定 入 力 す る と 、 第 二 索 引 生 成 部 １ ２ に 第 一 検 索 集 合 記 憶 部 ４ に 蓄 積 さ れ て い る 検 索 集
合 に 対 応 す る 文 書 の 、 索 引 用 語 が 文 書 毎 に 抽 出 さ れ 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
続 い て 、 第 二 検 索 部 １ ３ に お い て 必 須 用 語 入 力 部 １ ４ に 入 力 さ れ た 用 語 と 索 引 用 語 が 比 較
さ れ 、 一 致 す る 用 語 を 含 む 文 書 が 第 二 検 索 集 合 記 憶 部 １ ５ に 蓄 積 さ れ フ ィ ル タ 部 １ ６ に 送
ら れ る 。 フ ィ ル タ 部 １ ６ は 類 似 度 算 出 部 １ １ に お い て 類 似 度 順 に 整 理 さ れ た 類 似 文 書 検 索
結 果 の 順 位 を 入 れ 替 え る こ と な く 上 述 の 一 致 す る 用 語 を 含 む 文 書 だ け を 通 過 さ せ て 、 ラ ン
キ ン グ 表 示 部 １ ７ に 表 示 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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な お 、 こ の 発 明 の シ ス テ ム の 概 要 に お い て 、 第 一 検 索 部 は 分 類 検 索 に よ る も の と し て 説 明
し た が 、 分 類 以 外 の 言 語 に よ る 全 文 検 索 、 キ ー ワ ー ド 検 索 又 は 分 類 と こ れ 等 の 組 み 合 わ せ
検 索 を 用 い る こ と も で き る 。 ま た 、 種 文 書 中 に 検 索 目 的 を 達 成 す る 上 で 、 必 要 不 可 欠 な 用
語 は 一 語 に 限 る も の で は な く 、 何 語 で も 入 力 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
更 に 、 こ の 発 明 の 本 質 と 関 係 が な い た め 上 の 説 明 に お い て 、 敢 え て 説 明 を 省 略 し た が 、 第
一 、 第 二 索 引 生 成 部 に お い て 、 同 義 語 辞 書 等 を 用 い て 、 索 引 語 の 異 表 記 同 義 語 を 統 制 し て
検 索 モ レ を 少 な く す れ ば な お 効 果 的 で あ る 。 な お 、 こ の 発 明 の シ ス テ ム の 概 要 説 明 に お い
て 、 第 一 検 索 質 問 入 力 部 １ 、 種 文 書 入 力 部 ９ 及 び 必 須 用 語 入 力 部 １ ４ は 夫 々 別 の も の と し
て 説 明 し た が 、 実 際 に は コ ン ピ ュ ー タ 端 末 の デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 夫 々 の 用 途 に 応 じ て 、 呼
び 出 さ れ る 画 面 を 指 し て お り 、 ハ ー ド ウ エ ア ー と し て は 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 類 似 文 書 検 索 法 に よ っ て 文 書 調 査 す る と き 、 意 図 す る 検 索 目 標 を 達 成
す る 上 で 必 要 不 可 欠 な 用 語 が あ る 場 合 、 質 問 文 に お い て そ の 用 語 を 指 定 入 力 す る こ と に よ
り 、 そ の 用 語 を 含 ま な い 文 書 が 排 除 さ れ て ラ ン キ ン グ 表 示 さ れ る の で 、 上 位 か ら 順 次 精 査
し て い く こ と に よ り 、 効 率 的 に 検 索 目 標 に 合 致 す る 文 書 に 到 達 す る こ と が で き る と い う 効
果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
特 に 、 特 許 文 献 の 先 行 技 術 調 査 な ど に お い て 、 発 明 の 目 的 、 請 求 の 範 囲 な ど の 発 明 を 構 成
す る 必 須 の 要 件 な ど の 中 に 、 特 許 性 の 可 否 に 影 響 を 与 え る 技 術 的 事 項 が 有 る 場 合 が 想 定 で
き る 。 そ の よ う な 場 合 、 本 発 明 で は そ の 技 術 的 事 項 を 示 す 用 語 を 入 力 す れ ば 、 そ の 用 語 を
確 実 に 含 む 文 献 が 、 し か も 審 査 案 件 と 類 似 度 の 高 い 順 に ラ ン キ ン グ 表 示 さ れ る こ と に な る
の で 、 事 後 の 審 査 判 断 を イ メ ー ジ し な が ら 、 効 率 的 に 目 的 と す る 文 書 に た ど り つ く こ と が
出 来 る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 必 須 用 語 入 力 部 に お い て 、 種 文 書 が 切 り 出 さ れ た 用 語 単 位 に マ ー
ク を 付 け た 形 態 で 表 示 さ れ て い る の で 、 類 似 文 書 検 索 に お け る 索 引 用 語 切 り 出 し ル ー ル と
全 く 同 じ ル ー ル に よ り 切 り 出 さ れ た 用 語 を 指 定 入 力 し て 検 索 で き る の で 、 用 語 の 入 力 ミ ス
が 防 止 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 種 文 書 中 の 用 語 重 要 度 を 表 に し た 表 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 種 文 書 ベ ク ト ル を 表 に し た 表 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 文 書 ベ ク ト ル の 表 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 文 書 － 種 文 書 ベ ク ト ル 類 似 度 計 算 値 の 表 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ラ ン キ ン グ 表 示 の 表 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 従 っ た 処 理 の 概 念 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 方 法 発 明 を 実 施 す る シ ス テ ム の 概 要 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 第 一 検 索 質 問 入 力 部
２ 　 分 類 索 引 部
３ 　 第 一 検 索 部
４ 　 第 一 検 索 集 合 記 憶 部
５ 　 第 一 検 索 Ｄ Ｂ
６ 　 形 態 素 解 析 部
７ 　 索 引 用 語 ・ 頻 度 情 報 蓄 積 部
８ 　 第 一 索 引 生 成 部
９ 　 種 文 書 入 力 部
１ ０ 　 質 問 用 語 ・ 頻 度 情 報 生 成 部
１ １ 　 類 似 度 算 出 部

10

20

30

40

50

(7) JP 2004-334441 A 2004.11.25



１ ２ 　 第 二 索 引 生 成 部
１ ３ 　 第 二 検 索 部
１ ４ 　 必 須 用 語 入 力 部
１ ５ 　 第 二 検 索 集 合 記 憶 部
１ ６ 　 フ ィ ル タ 部
１ ７ 　 ラ ン キ ン グ 表 示 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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